
鹿屋高校（難関大・難関学部を目指す）「選抜クラス」について
鹿屋高校の「選抜クラス」は1年生から編成はせず、2年生から編成することとしました。

・ 高等学校の学習内容や生活に慣れ、自身の進路目標をしっかり見据えてもらうため。

・ 「学び」が主体的な学習、生徒に合った学習の進め方（個別最適な学び）に変容して
いくため。

【変更する理由】

【令和5年度まで】
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【令和6年度から】
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・選抜クラスでは一クラスで数学・英語の授業を
展開し、普通クラスと比べて、より深い思考を促
す問い掛けをしたり、課題を出したりしていまし
たが、選抜クラスであっても、数学・英語の理解
度は一定ではない状況もあり、受験に向けて基礎
固めをする必要があった。

・数学、英語は2クラスを3解体し、習熟度別
に編成されるので、生徒は個人の学習状況を
把握した上で課題等に取り組み、自分に合っ
た学習の進め方を選択できる。
・習熟度を充実させることで、理解度が不足
している生徒はそれを補い、理解が深まって
いる生徒は発展的な内容に取り組むことがで
きる。

・入学時点で特に進路目標が定まっているわけで
はなく、漠然としている生徒も多い。高校の学習
内容は中学校の内容に比べて質・量ともに増える
ので部活動との両立が難しい面もある。

・生徒は、1年間で自身の進路目標を明確にし
た上で進学先を決定する。入学から1年経過し、
高校生活に慣れ部活動と学業の両立ができる
という自信を身につけてから、「選抜クラ
ス」で難関大等を目指す。
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